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【
俳
句
】

野
あ
ざ
み
が
朝
露
に
濡
れ
刺
光
る

片
想
い
ば
か
り
や
ポ
ピ
ー
風
に
揺
れ

目
一
杯
風
を
頬
張
る
鯉
幟

元
年
に
満
作
祈
る
田
植
え
か
な

八
十
八
夜
家
い
っ
ぱ
い
に
茶
の
香
り

【
川
柳
】

日
々
好
日
多
く
望
ま
ぬ
土
い
じ
り

【
短
歌
】

分
け
合
い
て
減
る
も
の
は
無
し
増
え
る
の
は

信
じ
る
心
愛
す
る
心

雨
戸
閉
め
日
が
な
一
日
過
ご
し
み
て

障
子
明
か
り
の
や
さ
し
さ
を
知
る

古
澤
　
佳
代
子

堀
　
あ
か
ね

定
松
　
潤
子

安
部
　
克
博

大
坪
　
弘
子

中
原
　
恵
子

川
本
　
幸
重

岡
本
　
之

こ
い
の
ぼ
り

　
市
内
の
愛
好
家
の
作
品
で
す
。作
品
は
数
カ
月
に
１
度
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
７
月
16
日（
火
）〜
８
月
31
日（
土
）の
消
印
有
効
　※

募
集
期

間
以
外
の
応
募
は
無
効

対
象
　
市
内
在
住
の
人
　※

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
か
ら
の
一
括
応
募
は

不
可
。１
人
１
枚
、期
間
ご
と
に
１
首
に
限
る
。必
要
事
項
の
記
入
漏
れ
、応

募
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
る
応
募
は
無
効

応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、俳
句
・
川
柳
・
短
歌

の
別
、作
品
１
首
を
記
入
し
郵
送
。作
品
に
は
、常
用
漢
字
を
使
い
、楷
書
で

記
入
。常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
を
使
う
と
き
は
、必
ず
振
り
仮
名
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。掲
載
月
な
ど
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
、送
り
先　
〒
８
１
１-

３
２
２
４
　
福
津
市
手
光
２
２
２
２

番
地
　
福
津
市
中
央
公
民
館
　
☎
４
３・２
１
０
０

今回はアンビシャス広場の活動を紹介します。

地 域 の 日

　
６
月
２
日
に
新
宮
北
小
学
校
で

福
津
市
、
新
宮
町
、
古
賀
市
の
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

体
験
し
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

「
子
ど
も
の
ま
る
ご
と
体
験
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
は
花

屋
や
手
裏
剣
、
ス
ラ
イ
ム
を
作
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
担
当
し
、

子
ど
も
た
ち
は
仕
事
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第13回
子どものまるごと
体験フェスティバル

▲花屋では福津産の
花をきれいに生け
る仕事を体験しま
した

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

 

一
歩
前
進

　
シ
ミ
オ
ネ
ス
ク
・ヴ
ラ
デ
ュ
選

手
が
、
４
月
と
５
月
に
開
催
さ
れ

た
２
つ
の
国
際
大
会
に
出
場
し
、

１
０
０
㎏
超
級
で
３
位
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
が
18
位
と
な
り
ま
し
た
。
柔

道
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
資
格
は

２
０
２
０
年
５
月
25
日
時
点
の
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
18
人
（
各
国
・

地
域
１
人
）
に
ま
ず
与
え
ら
れ
、

残
り
は
大
陸
枠
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け
て
順

調
に
実
績
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　福津市と古賀市は柔道ルーマ
ニアチームの東京２０２０オリン
ピック事前キャンプ地です。
問い合わせ　市郷育推進課☎６２・５０７9

▲国際大会の表彰式※右から２番目がシミオネスク選
手。写真はルーマニア柔道連盟ホームページから引用

応援しよう！
柔道ルーマニア

チーム

連絡先 村上良明☎080･3973
･8932

連絡先 井本雅文☎090･9796
･1099 連絡先 永島和美☎52・5610

連絡先 満生忠雄☎43・2420

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１位 ２位
魚住　洋二
田中　英則
箱 島　　孝
佐藤　辰夫
内場　和光
本畑　通明
灘辺　英雄
城野　正雄
大塚　俊一

吉田　哲雄
岩 谷　　巌
井本　雅文
広 渡　　直
石井　隆夫
高木　正信
岡　　敏 樹
堺　　高 之
白石　尚史

A
B
C
D

１位 ２位
猪俣　征雄
菅原　勝弘
柳川　　満
中村　海渡

岩谷　　巌
井本　雅文
藤井　義孝
西住　弘久

１
２
３
４
５
６
7

１位 ２位
福田　　 豊
岩谷　　 巌
吉 田　幸 博
森 北　新 吉
永 島　和 美
本 畑　通 明
玉 井　國 雄

向 井　麻 郎
佐藤　　 弘
箱島　 　孝
宮 川　義 信
小 田　邦 彦
林 田　健 介
城 野　正 雄

A
B
C
D
Ｅ

１位 ２位
滝口　純一
北原　秀誠
宮崎　福雄
秋山　元治
遠藤　　 誠

川端　政憲
安松　辰男
中村　勝利
染森　和治
阿部　博文

 福津市実年囲碁会

 津屋崎囲碁同好会

福津市将棋同好会

 福津市囲碁会

の囲碁・将棋会 上位者のみ掲載、
敬称略月5

郷育カレッジ
受講生募集

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
福
津
。こ
の
福
津
と
い
う「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地

域
を
育
て
て
い
け
た
ら
。
皆
さ
ん
も一緒
に
「
郷
育
」

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８
　

ご
う
い
く

▲今年度開催された市地域婦人会総会

▲５月のあじさいロードの草刈り

　
市
地
域
婦
人
会
は
、
年
齢
を
問

わ
ず
、
元
気
な
女
性
が
集
ま
り
、

地
域
づ
く
り
や
環
境
問
題
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
活
動
し
て
い
る
社

会
教
育
団
体
で
す
。

　
講
習
会
や
研
修
会
を
行
い
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

し
、
実
際
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

生
か
し
て
い
ま
す
。
西
郷
川
沿
い

に
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
て
手
入
れ
を

実
施
し
て
い
る
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
」
の
保
全
活
動
、
子
育
て
支
援

活
動
、
使
用
済
み
切
手
や
古
布
、

段
ボ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ラ
ス
や
太
極

拳
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
日
本

赤
十
字
社
に
よ
る
健
康
生
活
支
援

の
研
修
会
、
防
災
食
づ
く
り
の
講

習
会
、
防
火
活
動
な
ど
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
夏
祭

り
な
ど
の
地
域
行
事
へ
の
協
力
も

行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ー
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

活
動
の
輪
が
広
が
り
、
草
刈
り
や

肥
料
や
り
な
ど
の
作
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で

暮
ら
す
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
豊
か

な
環
境
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
市
地
域
婦
人
会
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
て
、安
心
、安

全
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
婦
人
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
の
活
動
で
は
、

市
地
域
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て

組
織
し
て
い
る
「
西
郷
川
を
守
る

会
」
が
昨
年
、
県
知
事
か
ら
河
川

愛
護
運
動
に
関
す
る
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
四
半
世
紀
に

わ
た
り
、
西
郷
川
沿
い
を
管
理
し

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら
れ
た

感
謝
状
で
す
。
西
郷
川
の
水
質
悪

化
に
危
機
感
を
抱
い
た
会
員
が
、

ア
ジ
サ
イ
を
植
え
た
こ
と
が
活
動

の
き
っ
か
け
で
し
た
。
今
で
は
市

役
所
や
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

市
地
域
婦
人
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　詳しくは、市公式ホームページの
郷育カレッジ講座一覧や公共施設
に置いている冊 子をご 覧くださ
い。

　郷育カレッジでは、地域の「ひと、もの、こと」を
題材に、ふるさと、健康福祉、環境、生きがいなど
さまざまな分野の講座を開催しています。

　8月に開催する講座を紹介します。

開講期間　令和2年3月まで
対象　小学生以上で市内に在住、通勤、通学している人
入学金　初年度のみ500円
年会費　大人1,000円、高校生以下300円
※別途費用が必要な講座もあります

　動物愛護は特別なことではありま
せん。実際にセンターへ行って、自
分たちにできることや命の大切さを
考えてみましょう。

動物愛護センターに行ってみよう
9：30～12：00 県動物愛護センター（古賀市）

28
8/

水

　生き物に触れたり、体のつくりを
観察したりして、楽しく学べる講座
です。

うみがめクラブとわくわく生きもの教室
10：00～11：30 光陵高校

9
8/

金
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